
第3学年 （前期） 社会科 評価・評定計画 
 

学習単元・内容 学習のポイント 

歴史的分野 
 
第６章 二度の世界大戦と日本 
 
 
 
 
第７章 現代の日本と世界 
 
歴史のまとめ 
 
 
公民的分野 
 
1章 わたしたちの生活と現代社

会 
 
 
 
 

 
2章 人間の尊重と日本国憲法 
 
 
 
3章 現代の民主政治と社会 
 
 
 
 
 
 
4章 わたしたちのくらしと経済 
 
 
 
5章 地球社会とわたしたち 

 

・世界恐慌が各国に与えた影響と、各国がとった不景気対策について

理解しよう。 

・第二次世界大戦前後の世界情勢の流れと、日本のおかれていた状況

についてつかもう。 

・歴史的分野の終わりにあたって、日本が今後どうしていくべきかを

考えよう。 

・年表をもとに、重要語句、人物を再確認し、歴史の流れを確認しよ

う。 

 

 

 

・現代日本の特色として、グローバル化，情報化，少子高齢化などが

見られることを理解しよう。 

・現代日本の特色が、政治、経済、国際関係に影響を与えていること

に気づこう。 

・現代社会をとらえる見方や考え方の基礎として，対立と合意，効率

と公正などの見方や考え方があることを，具体的な社会生活と関連

付けて理解しよう。 

・日本国憲法の基本原理（基本的人権の尊重・国民主権・平和主義）

について理解しよう。 

・具体的な事例を通して、日本国憲法に定められている基本的人権の

種類やその内容を理解しよう。 

・政治や議会制民主主義の意義や基本的な考え方について理解しよう。 

・多数決の原理や選挙の仕組み，政党や世論の役割などについて理解

しよう。 

・国会・内閣・裁判所の仕組みと働きについてその知識を身に付ける

とともに、国会・内閣・裁判所の地位や役割、相互関係のあらまし

を理解しよう。 

・流通の役割について理解しよう。 

・市場経済の基本的な考え方に気付き、関心を持つとともに、市場に

おける価格の決まり方や資源の配分について理解しよう。 

・需要量・供給量と価格の関係や、市場競争、寡占などについて、

統計資料などから読み取り、その特徴を理解しよう。 

・国際的な相互依存関係の深まりの中で，世界平和の実現と人類の福

祉の拡大のために，各国が相互に主権を尊重し，各国民が協力し合

うことが重要であることを理解しよう。 

・地球環境、資源・エネルギー、人口、貧困などの諸課題について理

解しよう。 
 
 

評価・評定について  

評価の観点 関心意欲態度 思考判断表現 技能 知識理解 

観点の割合 ２５％ ２５％ ２５％ ２５％ 

評価事項 

定期テスト 
ノート 
プリント 
夏休みの課題 
授業態度 
忘れ物・宿題 

定期テスト 
単元テスト 
夏休みの課題 

定期テスト 
単元テスト 
夏休みの課題 

定期テスト 
単元テスト 
夏休みの課題 



 


